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4) 弧鵬 zHANGPeng (ニホンザル野外観察施設/大
学院生)四川金糸猫の重層社会について
Multi-levelsocietyortheSichuamsnub一mosedmonkey
5) 石川直樹･IsHIKAWANaoki(行動発現分野/大学院生)
多様な神経細胞が,脳の複雑な機能を生み出す
Variousneuronsproducethecomplicatedfunctionsof
thebrain
6) 桧垣小百合 HIGAKISayuri(器官調節分野/大学院
生)閉経マカクサルにおける脳と生殖器官の加齢
研究 Brainandreproductiveaginginmenopausal
maCaqueS
<ポスター発表>
1) 川合静 KAwAISizuka(集団迫伝分野/大学院生)
マカクのミトコンドリア迫伝子の比較 comparison
ofmitochondrialDNAgenomeofmacaques
2) 賓藤梓 sAITOAzusa(集団遺伝分野/大学院生)ニ
ホンザルとタイワンザルの交雑に関する集団遺伝
学的研究 Apopulationgeneticstudyon山e
hybridizationbetweenJapanesemacaques(Macaca
fLISCa(a)andTaiwanesemacaques(Macacagclopt'S)
3) ジン･マウン･マウン･ティン ZINMaungMaung
Thein(系統発生分野/大学院生)ミャンマーにお
ける鮮新世一更新世噛乳類動物相の変遷
Plio-PleistoceneMammalianFaunalTransitionin
Myanmar
4) 伊藤毅 ITOTsuyoshi(系統発生分野/大学院生)cT
を用いたベトナム北部の更新世マカク頭骨化石の
形態学的研究 Morphologicalstudyorthefわssil
MacaqueskulorPleistocene,NorthVietnumusingCT
5) ○ジャマン･モハメド･フイロジ JAMAN
MohammadFiroj(生態機構分野/大学院生),マイ
ケル ･ハフマン MichaelHUFFMAN(生態機構分野
/教員)Asocio-ecologicalstudyonrhesusmacaque
(Macacamulat(a):comparisonofbehavioralactivty
acrossdiferentenvironmentalconditionsandfood
availability(researchplanandprogress)
6) 神田恵 KANDAMegumi(社会構造分野/大学院生)
ニホンザルはグルーミング交渉における不公平の
補償を行っているのか?DoJapanesemacaq㌣es
(Macacafuscata)Compensatealackofgroomlnginthe
previousinteraction?
7) 揮田晶子 SAWiDAAkiko(社会構造分野/大学院生)
ニホンザルのタンパク質摂取必要丑の検証 Daily
proteinrequirementintheJapanesemacaque(Macaca
fuscata)
8) 伊藤祐康 ITOHiroyasu(認知学習分野/大学院生)
読みが苦手な子-の,文章色分けによる療育方法検
討 Howdoesthetextseparatedbycolorsimprove
readabilityofdyslexicchildren7
9) 井上紗奈 INOUESana(思考言語分野/教務補佐員)
子どもチンパンジーにおける数字系列記憶
Workingmemoryofnumeralsinyoungchimpanzees
10)○ラウラ･マルチネス LauraMARTINEZ(思考言語分
野/大学院生),松沢哲郎 MATSUZAWATetsuro(思考
言語分野/教員)preliminarystudyonacquisitionof
anaudio-visualmatching-to-sampletaskbynaive
chimpanzees
ll)｡佐藤義明 SATOYoshiaki(思考言語分野/大学院
生),林美里 HAYASHIMisato(比較認知発達研究部
門/教員)チンパンジーにおける場所をめぐる駆
け引き Tacticsamongchimpanzees(Panfrog/odytes)
tooccupyfわodresources
12)兼子峰明 KANEKOTakaaki(思考言語分野/大学院
生)チンパンジーにおける自己作用検知
Sensitivityofself-agencyinChimpanzees
13)○狩野文浩 KANOUFumihiro(思考言語分野/大学
院生),田中正之 TANAKAMasayuki(思考言語分野
/教員),友永雅己 ToMONAGAMasaki(思考言語分
野/教員)系列再認課題を用いたチンパンジーの
情動記憶の検討 E血ancedrecognitionoremotional
stimuliinthechimpanzee
14)o山梨裕美 ⅦMANASHIYumi(京都大学理学部/学
部生),林美里 HAYASHIMisato(比較認知発達研究
部門/教員)認知実験中のチンパンジー:自己指向
性行動 ｢スクラッチ｣と ｢こする｣に着目して
Inferingchimpanzeesemotionalstatesfrom
self-directedbehaviour:emotionaldiferencebetween
scratchingandrubbingduringthecognitivetasks
15)平井大地 HIRAIDaichi(行動発現分野/大学院生)
トレー ドオフ条件下における行動選択に関わる脳
内機構の解明 Neuronalmechanismordecision
makingintrade-ofcondition
16)酒井朋子 SAKAITomoko(行動発現分野/大学院生)
チンパンジーの乳幼児期における前頭前野の発達
Mappingofprefrontaldevelopmentduringinfancyand
childhoodinchimpanzees
17)禰占雅史 NEJlMEMasafumi(行動発現分野/大学院
生)内側側頭葉と背外側前頭前野を繋ぐ多シナプ
ス神経回路の機能的役割 Functionalroleor
polysynapticneuralcircuitsfrommedialtemporallobe
todorsolateralprefrontalcortex.
18)山崎彩夏 YAMANASHISaika(東京農工大学/大学院
生),鈴木樹理 SUzUKIJuri(人類進化モデル研究セ
ンター/教員),上野吉- UENOYoshikazu(東山助
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椀物同),武田庄平 TAKED^ Shouhei(東京R%工大学
/故il),料.托英俊 KUROTORIHidetoshi(多摩動物公
開)飼訂下オランウータンにおける.物理的環境エ
ンリッチメントの行動学的 ･生理学的分析
BehavioralandphysiologlCalanalysisorphysical
environmentalenrichmentincaptiveorangutans(Po17gO
FygmaeZIS)
出足和学総合ゼミナールは,研究所内ティーチン
グ･アシスタントを中心とした大学院生が企耐および迎
営にあたっている.形式は自由で大学院生に委ねられ
ており,本年度も例年どおりミニシンポジウムのかた
ちでおこなった.その目的は,若手研究者が各自の研死
成果ないし研究計画を報告することで,学術的な交流
を深めることにある.とくに,博士論文や修士論文の発
表の機会をもたない学年には,所内にひろく自分の研
究を紹介するよい機会となる.また,各分野でおこなわ
れているゼミナールとは異なり,ふだん研究発表を聴
く機会のない他分野との交流も目的としている.博士
後期課程2年目の大学院生が,博士論文の中間報告を兼
ねた口頭発表をおこない,修士課程 1年および博士後期
課程 1年の大学院生がポスター発表をおこなった.また,
ポスター発表において若手研究員や所外などからの参
加を積極的に呼びかけた.本年度は,盃長煩研究所の改
修工事の影響により,例年会場として使用している本
棟大会議室に代わり,犬山国際観光センタ_- 『フロイ
デ』の会議室を使用した.工事の影響で離散を余儀なく
された大学院生および教員が,一同に会する貴志な機
会となると同時に,発表者や参加者が見識を高める意
義深い研究会となった.なお,霊長類学系の修士課程お
よび博士後期課程の大学院生には単位が認定されるも
のである.
(m :張鵬,酒井朋子,小倉匡俊,橋本亜井)
(文Idf:橋本亜井)
ⅠⅤ グローバルCOEとしての活動
本年度のよりあらたに21世紀coEのあととして採択
され引き続き,生物学専攻が一体となって,生物多様性
をゲノムの観点から研究･教育の推進をおこなうことと
なった.博士課程大学院生をRA として雇用し,プロジ
ェクト推進のステップアップのための設備の充実をお
こなった.
(文責:正高信男)
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